
　

初
秋
の
候
、
市
民
の
皆
様
に
は
平
素

か
ら
湖
誠
会
に
対
し
ま
し
て
温
か
い
ご

指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り
、
心
か
ら
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
８
月
に
本
市
南
部
を
襲
い
ま

し
た
記
録
的
な
集
中
豪
雨
に
よ
り
深
刻

な
被
害
が
発
生
い
た
し
ま
し
た
。
被
災

さ
れ
た
皆
様
方
に
は
心
よ
り
お
見
舞
い

申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
一
刻
も
早

い
復
旧
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。
９
月

市
議
会
定
例
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
被

災
地
の
復
旧
に
向
け
た
補
正
予
算
を
議

決
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
ま
た
、
昨
年

10
月
に
本
市
中
学
校
生
徒
が
自
ら
命
を

絶
た
れ
た
事
件
で
は
、
本
市
の
み
な
ら

ず
全
国
を
巻
き
込
む
議
論
と
な
り
、
事

件
発
生
以
来
、
議
会
と
い
た
し
ま
し
て

も
原
因
の
究
明
と
今
後
の
対
応
に
向
け

て
協
議
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、

わ
が
会
派
で
は
、
こ
う
し
た
悲
し
い
事

件
が
二
度
と
起
こ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、

「
大
津
市
子
ど
も
の
い
じ
め
の
防
止
に

関
す
る
条
例
」
を
議
会
自
ら
が
制
定
す

る
こ
と
を
提
案
い
た
し
ま
し
た
。
現
在
、

条
例
の
早
期
制
定
に
向
け
、
議
会
を
あ

げ
て
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
が
大
津
に
住
ん
で
よ

か
っ
た
と
実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
の

た
め
、
今
後
と
も
会
派
議
員
が
一
致
結

束
し
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す

の
で
、
皆
様
方
に
は
な
お
一
層
の
ご
支

援
を
賜
り
ま
す
よ
う
衷
心
よ
り
お
願
い

申
し
上
げ
、
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま

す
。

幹
事
長　

竹
内
　
照
夫

ご
あ
い
さ
つ

9月補正予算が決まりました平成24年度平成23年度決算を認定

主な事業内容
子育て・教育
◦�（仮称）瀬田南保育園施設整備………… 53,182千円

◦�不活化ポリオワクチン導入関連経費�……… 152,623千円
◦�民間保育所施設整備費補助金……… 128,476千円

◦�通学路安全施設整備事業費…………… 12,000千円

都市基盤整備
◦�集中豪雨による市南部の災害復旧関連経費�………�
………………………………………… 352,000千円

（単位：千円）

大
津
市
子
ど
も
の
い
じ
め
の
防
止
に
関
す
る
条
例

　
大
津
市
議
会
で
は
、
大
津
市
い
じ
め
防
止
条
例
制
定
に
向
け
、
７

月
13
日
の
議
会
運
営
委
員
会
で
政
策
検
討
会
議
の
設
置
を
決
定
し
ま

し
た
。

７
月
20
日
の
第
１
回
目
の
会
議
で
、
わ
が
会
派
の
北
村
議
員
が
座
長

に
選
出
さ
れ
、
そ
の
後
数
回
の
会
議
を
重
ね
る
中
で
、
立
命
館
大
学

の
野
田
正
人
教
授
を
講
師
に
招
き
「
い
じ
め
を
考
え
る
」
と
題
し
て
、

子
供
を
取
り
巻
く
環
境
と
問
題
・
他
都
市
の
例
を
挙
げ
て
ご
講
演
も

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
い
じ
め
に
関
す
る
学
校
の
組
織
体
制
に
つ
い
て
、
教
育
委
員

会
に
質
問
を
し
現
状
に
つ
い
て
の

理
解
を
深
め
る
な
ど
の
取
り
組
み

を
行
い
、
全
議
員
で
構
成
す
る
全

体
会
で
中
間
報
告
を
受
け
、
条
例

の
名
称
を
「
大
津
市
子
ど
も
の
い

じ
め
の
防
止
に
関
す
る
条
例
」
に

決
定
し
た
。
現
在
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
を
実
施
中
で
あ
り
今
後
、

議
会
運
営
委
員
会
・
政
策
検
討

会
議
全
体
会
で
の
報
告
を
受
け
、

12
月
定
例
会
へ
の
条
例
（
案
）
上

程
に
向
け
た
取
組
み
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。

住
民
請
願
に
よ
り
、
公
共
下
水
道
へ
の
接
続
が
実
現
。

全
会
派　
全
会
一
致
で
採
択

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
石
地
区　
公
共
下
水
道
接
続
問
題
）

　
桜
谷
パ
ー
ク
タ
ウ
ン
（
昭
和
63
年
完
了
公
告
）・
大
石
グ
リ
ー
ン
ハ

イ
ツ
（
平
成
７
年
７
月
完
了
公
告
）
の
開
発
で
、
完
了
公
告
当
時
、

公
共
下
水
道
は
事
業
未
許
可
区
域
で
未
整
備
で
あ
っ
た
た
め
、
公
共

下
水
道
管
接
続
ま
で
は
、
集
中
浄
化
槽
で
汚
水
処
理
を
行
な
う
こ
と

を
条
件
に
許
可
さ
れ
て
い
た
。

　
平
成
12
年
３
月
に
大
石
汚
水
中
継
ポ
ン
プ
場
が
竣
工
し
、
公
共
下

水
道
へ
の
接
続
が
可
能
と
な
り
、
本
市
は
業
者
宛
に
「
移
管
依
頼
書
」

を
提
出
し
手
続
き
を
促
し
た
が
、
未
提
出
の
ま
ま
破
産
宣
告
を
行
う

に
至
っ
た
。

　
そ
の
後
、
汚
水
処
理
場
の
所
有
者
が
数
回
移
転
し
、
平
成
24
年
４

月
に
現
在
の
所
有
者
か
ら
２
倍
以
上
の
料
金
の
値
上
げ
通
知
が
住
民

に
届
き
、
住
民
が
反
発
す
る
事
態
へ
と
発
展
す
る
。
住
民
は
６
月
公

共
下
水
道
へ
の
移
管
を
市
長
に
直
談
判
、
市
議
会
へ
は
請
願
書
を
提

出
さ
れ
、
６
月
市
議
会
定
例
会
で
「
下
水
処
理
大
津
市
移
管
に
関
す

る
こ
と
に
つ
い
て
」
住
民
請
願
の
趣
旨
と
公
共
福
祉
向
上
の
観
点
か

ら
全
会
派
、
賛
成
で
採
択
さ
れ
た
。

　
企
業
局
も
正
常
な
下
水
処
理
を
実
施
す
る
た
め
、
下
水
道
施
設
の

所
有
権
、
管
理
権
が
市
に
あ
る
こ
と
の
主
張
を
し
た
う
え
で
８
月
１

日
に
公
共
下
水
へ
の
接
続
工
事
を
実
施
し
た
。

　
し
か
し
業
者
は
工
事
を
強
行
し
た
市
側
に
反
発
し
配
管
を
元
に
戻

す
よ
う
８
月
末
に
大
津
地
裁
に
仮
処
分
を
申
し
立
て
て
い
る
。

平
成
25
年
度
大
津
市
議
会
湖
誠
会 

「
政
策
要
望
」
を
越
大
津
市
長
に
提
出
。　

市
政
に
積
極
的
に
取
り

組
ま
れ
た
い
「
政
策
要
望
」

と
、
会
派
議
員
が
進
め
る

「
地
域
要
望
」
を
提
出
し
、

安
全
・
安
心
な
大
津
市
と

な
る
よ
う
要
望
い
た
し
ま

し
た
。
市
民
の
皆
様
の
代

弁
者
と
し
て
、
会
派
の
総

力
を
あ
げ
て
取
り
組
ん
で

お
り
ま
す
。

　
そ
の
内
容
は
、
政
策
要

望
１
２
６
項
目
、
地
域
要

望
１
３
２
項
目
に
つ
い
て

13
名
の
会
派
議
員
全
員
で

越
市
長
、
茂
呂
副
市
長
、

笠
松
副
市
長
、
に
提
出
し

ま
し
た
。

　

要
望
内
容
の
全
て
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　平成24年度9月補正予算が9月市議会定例会で可決されまし
た。9月補正予算には、湖誠会が政策要望で求めていた待機児
童解消のための保育所整備や通学路の安全確保対策などが盛
り込まれ、政策の実現が図れました。また、8月に市南部で発
生した集中豪雨による被害からの1日も早い復旧のための関連
経費も盛り込まれました。　

　平成23年度の大津市の決算は、34年連続の黒字決算となり
健全財政を堅持しています。

1，036億6，663万円

1，046億6，200万円

9億9，537万円＋
補正前予算額

補正後予算額

9月補正予算

平成24年度  一般会計補正予算

47.6％

15.6％

5.1％
2.8％

2.5％

1.8％

1.7％

0.7％

3.3％

11.2％

市　 税
501億9,748万円

7.7％ 一般会計歳入
の内訳

（1,053億8,457万円）

国庫支出金
164億7,827万円

地方交付税
118億1,099万円

市　債
81億4,610万円

県 支 出 金
53億3,776万円

使用料及び手数料
29億7,641万円

地方消費税交付金
25億9,901万円

分担金及び負担金
18億6,292万円

諸　収　入
18億1,837万円

繰　越　金
7億906万円

そ　の　他
34億4,820万円

39.2％

12.8％

9.9％

11.9％

11.2％

8.6％

3.0％

1.7％

1.7％

一般会計歳出
の内訳

（1,037億6,202万円）

民 　生　 費
406億9,513万円

公　 債 　費
123億1,091万円

土　 木　 費
132億7,877万円

衛　 生 　費
116億3,861万円

総　 務　 費
102億9,708万円

消　防　費
30億7,703万円

教　育　費
89億5,836万円

商　工　費
17億6,281万円

そ　の　他
17億4,332万円
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公職選挙法により、議員による時候の挨拶状・寄付行為などは禁止されています。ご理解をいただきますようよろしくお願い申し上げます。



9
月
定
例
会
一
般
質
問

鷲
見
　
達
夫
議
員

　

議
案
１
０
５
号
平
成
24
年
度
大

津
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３

号
）
に
お
い
て
、
不
活
化
ポ
リ
オ
ワ

ク
チ
ン
に
か
か
る
追
加
費
用
が
計
上

さ
れ
、
従
来
の
生
ワ
ク
チ
ン
に
比
べ
大
変
大
き
な
予
算
と
成
っ

て
い
る
。
不
活
化
ワ
ク
チ
ン
の
単
価
も
生
ワ
ク
チ
ン
に
比
べ
て
14

～
15
倍
と
高
く
、
医
療
機
関
へ
の
委
託
料
や
、
接
種
回
数
も
４

回
と
増
え
る
こ
と
か
ら
本
市
の
負
担
も
相
当
大
き
な
も
の
と
な

る
。
予
算
に
お
け
る
今
年
度
の
接
種
者
の
見
込
み
と
来
年
度
以

降
の
予
算
の
見
込
み
を
伺
う
。

　

接
種
者
見
込
み
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
今
年
度
内
の

不
活
化
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
者
は
、
５
，８
０
０
人

を
見
込
ん
で
お
り
、
今
議
会
に
予
算
の
補
正
を
お
願
い
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
平
成
25
年
度
の
予
算
に
つ
い
て
は
、
単
独

の
不
活
化
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
７
，３
０
０
人
分
と
不
活
化
ポ
リ
オ

ワ
ク
チ
ン
を
含
む
４
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
２
，８
０
０
人
分
に
つ
い
て

の
接
種
経
費
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

近
藤
　
眞
弘
議
員

　
通
学
路
の
安
全
対
策
に
つ
い
て
、
今
回
の
予
算
措
置
で
ど
れ

く
ら
い
の
規
模
の
改
良
・
補
修
を
見
込
み
、
今
後
の
対
策
予
定

と
警
察
に
向
け
て
の
安
全
確
保
の
要
望
に
つ
い
て
伺
う
。
ま
た

各
学
区
か
ら
要
望
の
多
い
、
市
民
が
安
心
し
て
通
行
で
き
る
生

活
道
路
の
安
全
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

　
関
係
機
関
と
の
通
学
路

安
全
点
検
の
結
果
、
土
木

費
、
教
育
費
で
緊
急
に
実
施
す
べ

き
安
全
対
策
に
つ
い
て
の
経
費
を

措
置
し
た
。
今
後
の
計
画
と
し
て

は
、
道
路
管
理
者
、
教
育
委
員
会

で
、
年
次
的
に
通
学
路
安
全
対
策

の
実
施
・
補
修
を
進
め
る
。
警
察

に
向
け
て
は
、
取
り
締
ま
り
強
化
、

安
全
推
進
に
つ
い
て
引
き
続
き
働
き
か
け
る
。
生
活
道
路
の
安

全
対
策
に
つ
い
て
の
要
望
は
大
変
多
く
内
容
も
様
々
だ
が
、
要

望
の
趣
旨
、
必
要
性
、
緊
急
性
を
適
切
に
判
断
し
、
地
域
住
民
、

警
察
、
関
係
機
関
と
も
調
整
協
議
し
、
関
連
予
算
を
充
実
し
て

速
や
か
に
進
め
て
い
く
。

八
田
　
憲
児
議
員

　
年
々
特
別
支
援
学
級
に
入
学
・
入
級
す
る
児
童
が
増
加
す
る

中
で
、
特
に
肢
体
不
自
由
児
は
車
イ
ス
や
歩
行
器
を
使
っ
て
学

ん
で
お
り
、
ト
イ
レ
や
教
室
間
の
移
動
、
排
泄
な
ど
の
介
助
や

郊
外
学
習
な
ど
で
は
、
保
護
者
の
付
き
添
い
や
通
常
学
級
に
配

置
し
て
い
る
特
別
支
援
教
育
支
援
員
が
行
っ
て
い
る
現
状
に
あ

る
。
他
の
自
治
体
で
は
、
肢
体
不
自
由
の
児
童
に
対
し
て
学
校

生
活
の
援
助
業
務
を
行
う
介
助
員
を
配
置
し
て
い
る
が
、
本
市

と
し
て
の
基
本
方
針
と
今
後
の
運
営
方
針
に
つ
い
て
伺
う
。

　
特
別
支
援
教
育
支
援
員
等
を
活
用
し
て
児
童
生
徒
の

介
助
や
支
援
を
行
っ
て
い
る
が
、
十
分
な
指
導
・
支
援

と
い
う
点
か
ら
す
る
と
課
題
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
今
後
、

肢
体
不
自
由
学
級
に
お
い
て
は
、
よ
り
困
難
な
状
況
が
生
じ
る

こ
と
も
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
肢
体
不
自
由
児
へ
の
教
育
を

保
障
す
る
た
め
の
施
策
を
県
に
要
望
す
る
共
に
、
介
助
を
必
要

と
す
る
児
童
生
徒
に
対
応
す
る
た
め
の
特
別
支
援
教
育
支
援
員

の
配
置
や
増
員
に
つ
い
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

桐
田
　
真
人
議
員

　
大
津
市
の
子
ど
も
は
、
大
津
市
全
体
で
守
り
育
む
と
い
う
明

確
な
姿
勢
の
も
と
、
い
じ
め
問
題
を
専
門
的
一
元
的
に
取
り
組

む
（
仮
称
）
大
津
市
い
じ
め
相
談
室
を
新
た
に
設
置
す
る
こ
と

が
必
要
と
考
え
る
が
、
大
津
市
の
見
解
を
伺
う
。

　

大
津
市
が
ど
の
よ
う
な
体
制
や
方
策
が
執
れ
る
か
、

す
み
や
か
に
調
査
研
究
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

い
る
。
ま
た
市
議
会
に
お
け
る
（
仮
称
）
大
津
市
子
ど
も
の
い

じ
め
の
防
止
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
向
け
た
議
論
や
内
容
と

も
関
連
づ
け
な
が
ら
、
条
例
の
趣
旨
に
沿
う
よ
う
、
今
後
、
議

会
と
も
連
携
を
図
り
な
が
ら
大
津
市
い
じ
め
相
談
室
設
置
に
向

け
て
十
分
な
準
備
を
し
て
い
き
た
い
。

福
祉
・
観
光
・
中
心
市
街
活
性
化
に
向
け
た 

行
政
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

柏
市
高
齢
社
会
の
　
福
祉
施
策
に
つ
い
て

　
千
葉
県
柏
市
は
首
都
圏
近
郊
に
位
置
し
、
我
が
国
の
高
度
成
長
期

に
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
人
口
が
増
加
し
た
が
、
近
年
も
都
心
へ
の
利

便
性
の
良
さ
か
ら
増
加
が
み
ら
れ
る
。
人
口
規
模
や
地
形
の
違
い
は
あ

る
が
本
市
と
類
似
し
て
い
る
点
が
数
多
く
み
ら
れ
、
共
通
す
る
喫
緊

課
題
と
し
て
は
、
高
齢
化
対
策
が
あ
る
。

　
柏
市
に
お
い
て
は
、
都
市
高
齢
化
に
対
応
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
あ
り

方
を
、
産
（
独
立
法
人
都
市
再
生
機
構
）・
学
（
東
京
大
学
高
齢
社

会
研
究
機
構
）・
官
（
柏
市
）
の
三
者
で
、
高
齢
社
会
総
合
研
究
会

を
立
ち
上
げ
、
在
宅
医
療
委
員
会
・
人
と
人
委
員
会
・
住
ま
い
移
動

委
員
会
を
組
織
し
、
長
寿
社
会
に
対
応
し
た
ま
ち
づ
く
り
が
進
め
ら

れ
て
い
る
。
在
宅
医
療
を
推
進
す
る
た
め
地
域
医
療
拠
点
を
つ
く
り
、

医
療
と
看
護
・
介
護
の
連
携
を
図
る
情
報
共
有
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
に

取
り
組
み
を
す
る
一
方
、
農

業
・
食
・
育
児
・
生
活
支

援
サ
ー
ビ
ス
の
４
分
野
で
高

齢
者
の
就
労
促
進
事
業
も

実
施
さ
れ
て
い
た
。

　
こ
の
度
の
視
察
は
、
大
津

市
の
こ
れ
か
ら
訪
れ
る
超
高

齢
社
会
に
お
け
る
様
々
な
課

題
解
決
に
向
け
て
先
進
的
な

政
策
提
案
に
つ
な
が
る
も
の

と
な
っ
た
。

鎌
倉
市
観
光
振
興
施
策
に
つ
い
て

　

鎌
倉
市
は
、
一
方
が
海
に
面
し
、
三
方
を
山
に
囲
ま
れ
、
鶴
岡
八

幡
宮
を
中
心
に
歴
史
的
遺
産
が
点
在
し
て
い
る
。
ま
た
江
ノ
島
電
車

が
市
内
を
走
り
、
多
く
の
観
光
客
や
夏
場
の
海
水
浴
客
に
利
用
さ
れ

て
い
る
。

　
こ
れ
ら
鎌
倉
が
備
え
る
側
面
は
、
歴
史
的
価
値
の
高
い
寺
社
仏
閣

が
市
中
に
点
在
し
、
京
阪
電
鉄
大
津
線
が
公
軌
道
を
走
る
な
ど
、
大

津
市
と
、
類
似
点
が
数
多
く
あ
る
。

　
こ
の
事
か
ら
年
間
観
光
客
約
１
，９
５
０
万
人
を
獲
得
し
て
い
る
鎌

倉
市
の
取
り
組
み
や
成
功
事
例
を
参
考
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
大
津

市
の
観
光
政
策
を
立
案
す
る
上
で
、
よ
り
効
果
の
高
い
政
策
が
立
案

で
き
る
も
の
と
考
え
、
鎌
倉
市
を
調
査
対
象
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

鎌
倉
市
観
光
政
策
に
お
い
て
注
目
す
る
べ
き
点
は
、
高
い
市
場
調

査
能
力
と
分
析
活
用
能
力
で
あ
る
。「
観
光
客
が
鎌
倉
に
対
し
て
何
を

求
め
」「
鎌
倉
の
観
光
に
関
わ

る
各
主
体
が
観
光
客
に
対
し
て

何
を
提
供
で
き
る
か
」
と
い
う

明
確
な
視
点
に
基
づ
き
、
政
策

が
立
案
実
行
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
こ
と
が
観
光
地
と
し
て
の
地

位
を
維
持
し
、
継
続
し
た
発
展

を
可
能
と
し
て
い
る
も
の
で
あ

る
。
ま
た
、
永
き
に
わ
た
り
育

ま
れ
て
き
た
歴
史
的
遺
産
、
文

化
的
風
習
と
い
っ
た
「
鎌
倉
ら

し
さ
」
を
追
求
し
、
市
民
を
は
じ
め
、
観
光
に
関
わ
る
全
て
の
関
係

主
体
が
一
丸
と
な
り
、
こ
の
「
鎌
倉
ら
し
さ
」
の
維
持
と
新
た
な
価
値

の
提
供
に
努
め
、
外
国
人
観
光
客
や
リ
ピ
ー
ト
客
の
獲
得
、
強
い
ブ

ラ
ン
ド
力
の
創
造
に
成
功
し
て
い
る
。

　
調
査
を
通
じ
大
津
市
の
観
光
政
策
を
立
案
す
る
際
に
参
考
に
す
べ

き
点
と
考
え
る
の
は
、
更
な
る
市
場
調
査
・
分
析
・
活
用
力
の
強
化

向
上
に
努
め
る
こ
と
で
あ
る
。
観
光
客
の
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把
握
し
た

う
え
で
、
政
策
実
行
を
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

川
越
市
中
心
市
街
化
事
業
に
つ
い
て

　
中
心
市
街
地
の
活
性
化
は
、
長
期
に
わ
た
り
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両

面
か
ら
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
、
地
域
・
住
民
・
行
政
が
一
体
と
な
り
、

住
ん
で
よ
か
っ
た
ま
ち
、
ま
た
来
訪
者
に
と
っ
て
、
も
う
一
度
訪
れ
た

く
な
る
ま
ち
と
し
て
、
創
り
上
げ
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

　
川
越
市
に
お
い
て
は
、
地
元
が
主
体
と
な
り
景
観
保
存
の
た
め
に

「
川
越
蔵
の
会
」
を
発
足
さ
せ
、
平
成
元
年
都
市
景
観
条
例
の
施
行
、

ま
た
高
さ
規
制
な
ど
、歴
史
的
な
町
並
み
景
観
の
保
全
に
動
き
、「
十
ヵ

条
ま
ち
づ
く
り
ル
ー
ル
」
を
つ
く
り
、
地
域
住
民
が
主
体
と
な
り
、

景
観
保
全
に
動
き
、
行
政
が
条
例
や
ハ
ー
ド
面
か
ら
後
押
し
し
て
き

た
。

　
大
津
市
に
お
い
て
は
、
大
津
駅
西
地
区
再
開
発
・
整
理
事
業
の
大

型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
大
津
百
町
・
旧
東
海
道
の
歴
史
と
文
化
の
街
並

み
形
成
、
琵
琶
湖
を
生
か
す
観
光
と
環
境
共
生
の
ま
ち
づ
く
り
を
す

す
め
、
次
期
策
定
計
画
に
向
け
て
、
動
き
か
け
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し

か
し
な
が
ら
大
津
駅
か
ら
浜
大
津
・
大
津
港
ま
で
の
活
性
化
軸
の
未

整
備
区
間
も
あ
り
、

県
庁
周
辺
の
将
来

構
想
や
、
財
政
状

況
も
考
慮
し
、
地

域
住
民
の
意
見
や

他
都
市
を
参
考
に

し
な
が
ら
、
次
期

活
性
化
基
本
計
画

に
反
映
す
る
必
要

が
あ
る
。

平
成
24
年
7
月
10
日
発
行 

「
湖
誠
会 

議
会
だ
よ
り
V
o
l
．12
」
訂
正
と
お
詫
び

「
湖
誠
会 

議
会
だ
よ
り
V
o
l
．12
」
に
於
き
ま
し
て
、
表

面
グ
ラ
フ
内
の
数
値
に
誤
り
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
こ
に
訂

正
し
、
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

該
当
箇
所

補
正
予
算
の
円
グ
ラ
フ
内
の
総
務
費
の
金
額

【
誤
】
９
１
８
億
８
，８
０
３
万
円

【
正
】
９
１
億
８
，８
８
０
万
円
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